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モントリオールについて

研究発表会

モントリオールはカナダの南東に位置する
ケベック州にある都市である。ケベック州
はフランス語圏であり、その中でもモント
リオールはフランス文化が色濃く反映され
ており、石造りの住宅街や石畳の道路、数
多くの教会が街中に存在することから「北
米のパリ」とも呼ばれる。話す言葉も書い
てある言葉もほとんどフランス語であった。
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カナダで有名な食べ物といえば、メープル
シロップ。シロップだけでなくバター、
ティー、ワイン、クッキーなどもある。
また、モントリオールはスモークミートサ
ンドイッチやフライドポテトにチーズや独
特なソースをかけたプティンも有名。
フランス文化を象徴するクロワッサンや
ベーグルといったパンも絶品。

モントリオール大学は学生数55000人、フランス語の大学としてパリ大学に
ついで世界で2番目の規模であり、カナダ内の総合大学としても上位トップ5

に入るエリート大学である。大学敷地内に寮があり、私たちはそこに泊まっ
た。今回はモントリオール大学の工学部化学科のGarry Hanan教授にお世話に
なった。身長190 cm程でかなり強面な雰囲気があるが、話してみるととても

優しく、ジョークが絶えない面白い教授だった。映画で良くみる明るい陽気
な外国人そのものであった。静岡大学の田中先生と昔からの友人である。

モントリオールの観光名所はノートルダム大聖堂。色とりどりなステンド
グラスや荘厳な装飾に圧倒。またモントリオール大学近くのカトリック教
会やスーパーに売られていたハロウィン仕様のカボチャなど、日本では見
られない光景に心奪われた。

10月18日にモントリオール大学で研究発表会が行われた。静岡大学
田中研究室から田中先生と学生4人、モントリオール大学から学生6

人、東北大学の西原洋知教授が発表した。その後、学生同士のポス
ター発表もあった。私たちの研究テーマである「電池」の話から、
新しいエネルギー貯蔵技術まで、国を越えてのディスカッションは
刺激的だった。言語は異なるが、研究内容やその技術に対する理解
は共通しており、自然と会話が進んだ。英語のプレゼン発表、質疑
応答、ポスター発表や休憩中のフリートークなど、慣れないことも
たくさんもあったが、学生の時にこの経験ができることは非常に恵
まれていると感じた。発表会の翌日は、Garry教授の自宅でモントリ

オール大学の学生と一緒にバーベキューパーティ
をした。焚き火で暖を取りながらハンバーガーや
ワイン、ビールなど御馳走になった。研究の話
や日本の文化、カナダの文化の違いの会話など、
楽しい会話が絶えなかった。日本のおみやげと
して、わさび味のお菓子や抹茶チョコ、うなぎ
パイをプレゼントしたが、意外にも好評だった。

海外へ行って現地の人々と交流する機会は、日本にいると体験できない。しかも、自分の研究内容を英語で発表・ディスカッショ
ンすることは、ただの海外旅行では経験できない。SSSVを通して異文化交流だけでなく、自分の英語能力と向き合えるのは非常

に大切だと思った。何気ない会話でも、自分の意見を英語で表現する難しさは、この経験をしないと味わえない。英語をもっと話
せるようになれば自分の世界を広げることが出来るチャンスだと実感した。機会があればぜひSSSVに参加するべきである。


